
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配向状態の回折プロファイルをシュミレーションする 

  ＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＰｒｏｆｉｌｅソフトウエア 
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Ver1.01  2017/12/01 ピーク本数を５本から７本に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 高分子材料など、回折線に近接ピークが多い場合、回折線の畳み込みが発生する  

   更に、ピーク半価幅が広がりピークがブロード化しピーク位置が判別できないプロファイルが 

   測定される。この状態をシュミレーションする。 

 

入力データ 

 Ｍａｔｅｒｉａｌデータ 

 

ソフトウエアの起動 

 C:¥CTR¥bin¥OrientationProfile.jarの直接起動 

 

 ToolKit->DataBaseTools->OrientationProfile 

 

ソフトウエア 

 

   材料の選択 

  

 

 

 

 

 



α－Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅを選択 

 

反射単独ピークと加算ピークの表示 

 

 個々のプロファイルと加算されたプロファイルが表示される。 

 測定されるプロファイルは加算されたプロファイルです。 

 

 このプロファイルから半価幅（fwhm）に倍率（Magnification）の変更を加えて 

 測定プロファイルのシュミレーションを行う。 

 

Randomで表示 



 

 

 

 

         加算プロファイルです。 


